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1.tflb]店tl城 :地区内主3f生は掛 こ屋政一農地ユニッ トが
連なることにより形城される立替生iL'掛 戎
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山村の住宅 .敷地利用の特徴 台地農村の住宅 .敷地利用の特徴 低地農村 の住宅 .敷地利用の特 徴 町 家 の 特 徴
山fJは宅の立地形掛こは､山掛こ立地するタイプと谷掛こ lLi宅立地】旺宅は南面し､新入りを韮本とする.旺宅は主 【旺宅立地〕旺宅は.南入りを基本とする.u宅と適指の取 【Li宅 の 取 f)つ き】 栄 西 方 向 の 通 りに 取 ()つ く耐 ■T.中 Pt.
立地.{るタイプがある.それぞれの放1帥J用.住宅の絹21は 葉生は指に取りつくのか韮-4:で､王葉生活指と屋敷旭の問に I)付き万や､旺宅と自家菜固.農地が一体となって屋敷一度 北 rTqLJ伝 統 的 Li宅 は ､ ■ほ 形 式 の も の で あ る . ま た ､ 耐 北 方
以下の通りである. は自家菜BJを配し､ti宅の両肘には広いオー プンスペ スーを 他ユニットをつくっていることは､台地農村のLi宅と相似 し 向 の 卦 こ収 t)つ くは 宅 は , 小 牧 快 で 老 朽 化 し た の か 多 い .
◆LIJtk'立地タイプ◆ とろ.さらに出J也に陥ほし､何軌こ農地をもつ. ている. 【出 場 Q)凡,:1^t】 矧 柑型 で 南 北 に 如 良 い . iiJ1 Fの 娼 f)の 此 刑 に
【t上宅立地】u宅は山阪南の蛙.21面に立地する. 【故地nJ,1人】敷地は広く一定の射テきを付Tる.削&-1-る白. 【故地形状】南北の二本の主要生活指のrp'Jf舶fiRく､ 火 西 方 (i, 中 r一泊 ま で 地 他 ht延 U て い る も の も 多 い . J{い もの tA､
【地地形状】平坦でゆとりのある敷地を確保することが田it '家菜hlを含めると1反前後になるものが多い. 向に敷地くまのUない.故地形状u南北方向に長いも の が 多 い . 生別 テさ が .10lllに 及 ん で い る .
なため､等高掛こそつては長の形状を持った故地となる. 【敷地利用】屋地場のfIJlf)は.主崖の西朋に納屋を配し､主 【故地利用】ti宅の西AIには納屋が置かれ､主崖に か ま や が 【軟 l也川 fJ】 通 りに iu-し て ミ 七 を 持 つ ■F'S か 収 t)つ く. 甘 '{
[掛也州別は篭は.雨入りで､タJ{コ柁蛙小屋､的屋が主 崖と納崖の聞､及びhJ'AIJのオー プンスペ-スくま作業空r'lとし 付くタイプが多い.主崖の南耐こは､オ プーンス ベ - ス が と 地 は . 白 'it-美 Ld と し て 川 Iほ れ . そ の 掛 こLttjh .a .k'良
崖のAf仙こ､藁小屋が主屋の西側に配置される場合が多い. てfLJfHされる.農作葺披見の捌郎こは､納怪の北刑をfIJ用す られ､作美空糊や艇となっている.さらに.両 肘 に 敷 地 の 余 也 .肘 J托 持 つ こ と が 多 か つ た . 近 年 . r E地 が 分 別 さ LLて
崖必地内または続はして菜団を持ち､屋敷の繭に削&して地 る他､王屋､軌崖のyEに戒､物置を姓て1.1応している.主屋 裕があるJB合には､作業小堤等がitてられる . 宅 地 に 捕 は し 光 ら れ た り ､ fIJJfJ度 が 低 下 し て い る も tDが 目 立 つ . ま た ､ 甘
をもつことが多い. め-B棚に配置された栂屋は.西からの強風に).Jする防JAの役 て自家薫画と農地を持ち､屋敷と農地がセ ッ トと な っ て い る . 良 蛙 は . ′ト蚊 挟 む fE)&雀 と な っ て い る 61台 が 多 い .
【問収り】住宅の間取りは､並列型が基本で､六榊取り､′ヽ 別をn!たしている.納塩のih-PJに風呂と挫所を配するのが伝 [間取り〕旺宅のI;l取りは､四隅型で､納 屋 は 居 は 用 に も 判 【聞 取 り 】 通 り に 面 し て ミ 七 が あ +)､ 朗 へ い くほ ど 屈 t川 ト
IiLlqlりのものもみられろ.等高齢こそつて増額がなされ､旺 銃的な配置バタ-ンであるが.近年､主礎の中に取り込t:帽 川されろ.1宅が手はな唱合､主堤の鰍 こは な れ を 収 る こ と 仏 的 fj空 'ーJ】へ と f引 手す る と い う空 Jーlの 主削 -Tき JJ'向 で の ヒエ ラ
宅の蛾齢よ-一般的に大きい. ruJ(こある.〔聞取り】旺宅の間取りは､四聞出を謎本とする. がある.かまやが主屋の土間の鰍こけ 三貴さ れ て い る こ と が 多 ル キ - uJJI火で あ る. ミ 七 ､ 吐 放 ､ 仏 問 等 か ら rjる 主 liに か ま
◆谷i2;立地タイプ◆ また.納屋の南半分を居住用にfIJ用:Tることが一般的である. い. や か qXり つ くの か 一般 的 で あ る . 掛 こ両 し て 蛙 軌 を 取 り､ さ
【t.f宅立地】平坦地が少なく､山鮎や川岸の旺かな平坦地に 【崖椴の形態】伝統的な崖肘は､四方重が基本であるが､近 【Li生活.他〕む他部同様に､家 族 三 世 代 店 tlが iS.本 で 主 恩 Lゝ に 抜 き 問 を 持 つ tg合 が 多 い . 2 It&aW )は 雀 化 し た の は .U)l
77fAカを施し､掛也を碓探している場合が多い.山JA'(こ立地 年の姓皆によって入母屋崖肘が多くなってきた. と的尾を絹堤的に利用し､各Lu代 の 生 活 上 の 協 同 と プ ラ イ バ itILM lJ以 指 の 帖 向 で あ る . そ M こよ っ て 敷 地 の 鰍 こu)ぴ る て
するは'-もuJ日を班み､川j!i(こ立J也-1'るものはujiBにh-する. lt比i占.他】'E*Iは三世代店If/^ 砿-tでF_Jiと的堤をJdJ芸 シー を碓促してきた.iUfF岨人 生 ほ の 常 並 や tJm :的 な 姓 は.I.I い ri:PI'i''の 水 平 方 向 の l'EJをバ タ ー ン btA'5'し た . ま l=､ 'A:IF
【地地J臼状】一般的には敷地の収掛ま小さく.形状も不蛙Jは 的にflJ川し､各世代の生は上の払同と-/ライバシー を肘fiL 式のははにF崇して､生はとLf_宅 の J'Jlに fi々 の 矛 伯 が 発 生 し て 川 の 水 運 が 虫過 す る の と I.JLt.I.し て ､ ミ セ Bft分 u)flJ川 tlに H.J的
である. できた.しかし､近iF他人&.i丘の手並や収l印JfjLii占様式の きている.む地肌tり､h J也に 叫 と t)が な く ､ 憎 掛 こよ る 別 に 批 下 し た . ミ セ 非 分 を 放 置 し て い る家 も tt'.Jffか あ る .
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白蓮時から き=o難 上前 ?=～^9嘉前 票だ文辞
昭和15年 48.4 3ー1.0 5.5 15.2





























































































麟 性 転居先(移動)での生活状況 転 居 練 の 土 地 . 亨 の 守 世 状 況 転居後のコミユニティについて
頓慕 l云也年 年 齢 l云( 出郎 先 し自て柔い田る畑 暮雲 作家をたし菜て園 農業以外 小汁 農 地 山 林 住 宅 小汁 Il誇る等に 扶冠け婚て葬LJ桑 鯵地加壌しのて帯Al存先も祖しのて墓 て冠い峰rLP恭 小汁戟荏 伝 作田し佃 の田班 ま田畑 い判る在 あ放る置 用繁し尿 ま字鼻.に家賃鼻 た繁良i 寺家･-全 .那月 也時 落 現名 住 で磨#杏 謂 い稔る皮の耕 の畷 てはい現る在 賢 ではあ放る霞 ち管Jgして したi てはい契る在 ではあ放る遭 しはて地い域 ∫取り 田処畑め . はさ如し勺は負荏 いロる等に い参るりは現 等杏長8 〉 所 る借 業 ら耕 謂 した で ら& した るの人 壊し し山1=# ち は け
I 銀行月S.29.4.I 31 0開 拓 ○ 0 2 〇一〇 ○ 3 ○ I
2 農 36.2.9 59 35 拝 西 ○ ○ 0 3 ○ ○ ○ 3 ○ I
4 農兼.I 38.5.23 71 49 上 曽 江 ○ ○ 0 3 ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ ○ 4
5 良 38.9.15 57 35 拝 西 ○ ○ 2 ○ ○ ○ 3 ○ ]
I6農薬.会社員;39.10.6 47 26 下館江南 ○ ○ ○ 3 ○ ○ ○ 3 ○ I
7 農 叫 52.8.4 58 30 開 拓 ○ I ○ ○ ○ 3 ○ ○ 0 0 4
8 木仲買 56.8.13 57 53 落 合 ○ 1_ ○ ○ ○ 3 ○ ○ 0 ○ 4
9 農 57.10.4 69 66 呑 El ○ ○ 2 ○ ○ ○ 3 ○ 0 ○ 3
10 大 57.10.22 33 30 井 目 ○ ○ 2 ○ ○ t ○ 3 ○ I
日12J3 大 一点良 37.ll.258 61599 0 50 I49 (TC峠県)阿 波 町上 や 江 ○ 4 ･2 ○ 02 ○ 01 7 0 J ○ 04 07 0203 ○ ○ ○ 〇 ●3 2ー4
















































































居 住 動 向 地 域..の 性 格
世帯数増減 ...‥.‥ 人口移動モデル図 凡 出生時から: ●:'.'.例 琵謂 g:;qo守5,0=6,0蔓 草p鼻削.三世代::.'.I:.一●●●●●■■● 夫婦のみ夫嬢と子定住性 ●家族類型 .毛削 ヒ串芸芸fL1品tiTL貰宗吾 誓筈琵 琶苫#^詑 急
I970年を IOOとし1970- .:.I:.I':I:'.:.
監 '-:I: 冨芸L:芝宗主.:享妻..喜妻7.至il?:;'.I享:≡.LT' 甘
■一●■書芸三… .:.:.:.::.:;.:;.,:';.5i:.;:.:.. .口- -. ●㍗●‥ ‥
入日 .世帯の動態 流出 .流人傾向 定住性 家族頬型 .毛齢化率
山也 ･全体的に人口が叔少している. ･江原山地部からは､拠点集落である落 ●■●●■●●■■ ■■●一● ●●●●●●一 ■ ■●■蛾倉 (岩倉 山地) ...:...:享.;'戸:F.'至!喜.3TeISj毒.萱;!≡.?;'!.≡;.S'5.岩倉山地
しかし､岩倉山地の中の谷 (横倉､ 合､低地の曽江 .拝原地区への続出が顕
川原柴)は､比較的安定しており､ 書である. 岩倉地区でtil日rT内の台地
江原山地の拠点集落である落合と ･低地部に主に流出している.これは戦
那 その周辺では､戸放 く人口)の増 前からのつながりで土地を所有していた
加傾向がみられる. り､紋戚関係があったことなどによる.
ムロ地 ･投台地郎 (北庄地区)は､人口 ･監台地では町内一円及び周辺町村から ●●●● 一●● ■● 一■■■■■一上野 (脇台地) :':.''2;i.'萱5i.≡;.=;...脇台地 岩倉台地
の増加が著しい.近年､建て売り の流人が顕著である.中心市街地からの
住宅も牲王生され､散居形態を有す 茂人､地区内の分家､山地帥からの涜人
る集落の外縁 恥 こ流入者の新住宅 者が新たに住宅を取得している.従来か
が散在的に立地している. らの居住者の定住性は極めて高い.
那 ･岩倉台地部の人口.戸数は､比 ･岩倉台地では従来からの居住者 く農家)
軟的安定しており､人口 やや増 の定住性が極めて高く､またUターン者
加の傾向にある. も多い.他地域からの涜人も若干ある.








































































基礎的圏域 地域区分 地形鼻件 地区区分 地区名く姓汚 ) _gS諸形態 堤 高(loon 'i三戸軟く) 哉貢.S(Xt,) 声苦土増減-3(A)
山 士也は 尾 江原山地 曽江谷川上溝 の 二 つの谷を地 束俣名西赤 谷 '御所封 谷訪放電 '1 27 31 -:i.6
形のまとまりとする. 古屋軟 向上 ;) 38 81 -2.6
比較的地形 か複.qEでまと まつ 金 川 同上 4 40 93 -9.1
高 根 た土地の柘 僅か隷しい. 冬 畑 山腰畝居 4 33 85 0
150 筋 東俣名､西俣名の二地域とこ くぬぎ野 同上 il 6tl 75 ･1.2
か 楕 点集落)より_下溝の市谷の三 宮 井 同上 こ) 78 83 8.3
ら 界 地域により練成されろ. 中 釜 山腹故層 4 49 75 -2.0
700 に 広 棚 同上 il 27 85 -3.6
m 谷 藤 川 同上 4 30 9:I ･25.0に を 落 合 谷訪集層 3 6ti 27 32.0
集 並 美 村 山裾韮居 つ 63 68 ･235
存 位 貞 安 同上 3 79 57 23.4
が に立 ま地 と 棚 田 同上 I 87 85 3.7
宕倉山地 尾根を境界と して谷を地形の 大 谷中の酉 東大谷 山荘放電 6 34 97 -15.0
す ま まとまりとす ろ . 酉大谷 同上 6 59 97 -ll.9
ろ ろ 高令地であろ. 投手尻 同上 4 50 76 8.7
大谷､中の谷､西の谷の三 他 製の大字穴 同上 4 31 94 -8.tS区に分かれろ. 等 価 同上 5 32 73 -20.0
珪i=1面の比敦的 ま とまった土 川原莞 同上 6 459ll63 96 -4.3地が確保し得ろ. 鎌 倉長人指山中 八平帽子野 :ち4 10081.)7 -250176928
台 士也按指 低丘 と 宕台台地 山裾から広がる指やかな斜面 小 星 台地散層 1 80 89 9.6_で山林+台地の平坦地か地域 井 口 同上 I 95 76 2.2のまとまりに2.1応する. 上の原 妓届 38 95 -73
高丘 地斜な70面 と面 ろm はの 田 上 同上 1 .34 9l -2.9院 台地 大谷川の両岸に広がろ謡やか 性 的 山裾散居 I 97 34 606
か 息損 (上野台地) な斜面.山林を持たない. 柴 床 同上 1 148 40 80.5ら 傾弛 拭地形に対応して比較的小 牧 北 庄 台地敬啓 1 187 23 60.8
150 斜が 榛T.L地形のまとまりがあつま 原 同上 I 55 33 25.0
m の境 つて脇台地を托成していろ . 土井 . 庄 同上 1 'd5 61 60.4
の 段界 上 野 同上 1 238 25 77.6
イ氏 士也宮地 宕含低地■ 青野川北帝の低地那｣ 宕 倉 低地集居 95 65 ll.8旧街道と県道が架酉を貫く. 馬 木 同上 106 53 17.2吉が の氾濫時には被害 を被 肋 は 山裾 層 29 90 -1'LI
野川の りやすい. 着金新町 同上 57 70 -36.7
i工原低地拡町 吉野川北岸.曽江谷川西岸の 曽 i工拝 原大字弧qTi-1J尻 上 曽江 山裾旗層 0.5 116 3!】 85.0
河 低地,南に医員現地かq:かろ. 下 曽江 同上 Il一 56 IfJ.I
斥 県道がⅥ西を貫き､南北に固 拝 北 低地紙屑 ltは 42 31.4
f,% 道か走る. 拝 西 同上 196 32 12.2
丘 技やかな傾斜がある.大谷川の自然1,BE防上1.=形戒. 拝 中 同上 123 37 57.7
の 拝 煎 同上 183 4lj 20.4
低 共 進 同上 66 52 65.0
中 ノ亡､ 北 町 tf筒至b-地同上同辺市街 2.10lJl.)I° 5 275.0207
市 街ー 土LiI舌に 中心市迂i地署台 街 _鎚やかな'.傾斜かるろ.井口谷川とrTH谷川O')fa壮絶に彩梶 中 れ両 町本 0.43 5I3
野形 大工町 刷上 171 14 7ー;.:,
川成 新 町 同上 55 33 日1.5
支 西の丁 老巧市往i地 2一8 12 -36 ;ー読 弛U)棉 同上 22H J4 142.6
の良?.% i-tT尻川 原 既往混合地Id1日寸市郎 9755 =)46 4-J..1I46






凡刑.tA31 世青ZLJlJ JET事 居住者輪ti
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地形区分 地域捕型 退任世帯類型 1) 2)農衣串 3)地縁辛
農 家 非 農 家
専業 非業 地 綾 来 任
′′革`早 直 早 直 早 直 早
･率義族 身(堰 系衣族 身●核 系衣族 身●核● 系衣族 身●核
① ② ③ ㊨ ⑤ ⑥ ⑦ ㊨
岩倉市街地 2 2 15 19 7 I.3.2-' 5 18 38 77
低 江原低地 2 2 25 21 5 :28 3 14 50 83
岩倉低地 2 6 事9 19 6 二128● 3 17 46 80
岩倉台地 5 7 33'29 5 13 3 6 74 92
山 手工原山地 4 6 31 26 8 17 3 5 67 92
岩倉山地 13 18I:23 23 5 13 1 5 77 95
備考 1)退任世辞類型 数値は構成比 単位%
①専業農家 ･直系家族 ②専業農家 ･単身核家族
③北業農家 ･直系家族 ④非業農家 ･単身核家族
⑤地縁 ･直系家族 ⑥地縁 ･単身核家族
⑦来任 ･直系家族 ⑧来任 ･単身核家族
2)農家率 ① +②/総戸数 単位%

































混住世帯箱型 稲作 野菜 果樹 畜産養親 工芸作物 その他
①専業農家 .直系家族型 40 6 2 26 16 10
②専業農家 .核家族型 45 12 4 15 16 8
③兼業農家 .直系家族型 74 4 5 5 2 10
また農地の将来意向については､全体的に現状維持とす
るものの比率 (約 70%)が高いが､ 【専業 ･直系型】





混住世帯類型 拡大 現状 売却 転用 貸与 来意向 維持 後代督 経営結小 経営綿小 定
①専業農'家 .直系家族型 21 65 5 2 2 5
②専業農家 .核家族型 4 75 1 1 8 ll
③兼業農家 .直系家族型 9 67 2 4 8 10.
一方､非農家については､ 【地縁 ･直系型】や 【来住
･直系型】といった直系家族の住居は戸建持家の比率が
高く (約 90%)､定住意向も約 95%と高い｡それに
対して核家族の場合､借家の比率が約 40から50%と






也形区分 地区分 集 蕗 名 混`住世帯類型 1) 2)農i率 3)也縁串 り戸増減故事
農 家 非 農 家専業 兼業 地 縁 来 任
直蘇豪読① 早身●揺② 直系家族③ 早身●揺㊨ 直系支演⑤ 早身●揺㊨ 直慕家族① 早身●揺⑧
山 江 御節野 ll 182 22描 145 22 2 7 77 100 - 4
地 原 舌星散 4 {?'9 29 7 72 93 - 3
山 金 川 673 SF4i,4'ー■●21 9 32 87 97 - 9
地 冬 畑 .Essttヽ 36 i 90 loo 0
網 .{39チI 24 7 82 96
神 水 2!35:7;31 10 16 3 3410 68 94 - 2
宮 井 4葺!.9:30 13 13 2 73 98 ◆ 8
中 釜 3卯 Ll 3 35 0 26 77 8広 棚 8 216 13T4.Lr 8 8 6 4
藤 川 25 ●■主as∴30 5 90 100 -25
落 合 2 6 T4:I 29 8 ◆3
美 村 2 ll6 25i.26 4 23 2 9 ‖ 89 ◆24棚 田 4 三3畔 2 6 15 4 7 70
岩 東大谷 17 13 8 10 4 3 4 92 96 -15
倉 西大谷 17 ll:33丁■L一■28 3 6 89 92 -12地 梨の木芋穴 7 15 うー 亨, 7 15 77 100 9
暮 畑 15 15 20 15 5I;35: 65 95 -20
焼倉川原柴 24 llLijl.j 7.I 1一 3 5 92 100 - 4
長人 .稚山 13 13 137干草0. 26 89 -25
中 八 9 27て -2L7L: 9 0 18
平帽子 .32 10 19 13 74 94 18
A⊂コ 岩 小 星 6 6 t■h ー!-6Lt21 3 ll 2 6 79 93 +10
地低 倉 井 口 3 5 20 !1: 8 16 58 ll18 51 83 + 2
Aロ 上の原 4 8護3.9/.31 4 15 82 100 - 7
地 田 上 7 ll2 33 :'37●- 4 7 88 100 - 3
脇 佐 城 S 13 ll 8･37.- 29 74 +61
Aロ 柴 床 24 21 19 6.'29 3 18 一日 79 ◆81
也岩 北 庄 2 1 8 7I.SlL 1 21 20 78 ◆61
原 41 ､34.21 13 lS 4 4 63 91 ◆25
土井 .症 5 28 28 7 13 7 13 61 81 ◆60
上 野 1 12 9 4 33 :38 2 60 +78
岩 倉 2 7 5 2 6 21 4 :i5 45 2 1
地 倉 馬 木 1 4 17 22 8 :29 5I 138 44 81 +47
低 肋 松 5 i-I;45'_.25 10 10 80 100 -12
地 岩倉新町 6 9 13 S二37 39 -3
江 上せ江 3 2 19 16 5 39 5 ll 40 84 ◆85
原 下曾江 3 1 26 17 9 ◆33. 1 9 47 89 ◆19
低 拝 北 2 3 21 22 2:32 3 15 48 82 ◆31
地 挿 西 2 2 19 16 10 i3 2 16 39 82 ◆12
挿 東 2 2如Ltl22 6 18 3 16 57 81 ◆20共 進 36A:'4'07 2 ll 7 80 93 65
市 脇 北 町 312 17 17 19 ■ヽ■､28~1一 21 34 62 ◆275
節 中 中 町 2 1 -3S 10 33 3 51 ◆275
地 心 両 町 4 2 13 17 ll 24 6 66 ◆21
市 本 町 1 6 10 ･バ~●10 28 8 63 +TS
街 大工町 1 7 10 '4g:. 3 30 8 61 ◆76
措 尻 lO 10 10.;L3 9 . 7 24 20 69 ◆49
岩 野 村 1 2 21 18 6pS2{､ 7 20 42 73 ◆71






















住宅タイプ混佐世帝類型 持ち家戸建て 民 間借 家 .戸建て 民 間借 家ア八●-ト 公 営侶 家 給 与住 宅
①専業農家 .直系家族型 100 0 0 0 0
④兼業農家 .核家族型 98 1 0 1 0
⑤地縁 .直系家族型 90 5 0 4 0
⑥地は .核家族 66 14 2 16 1
⑦来任 .直系家族型 90 7 1 2 0
●⑧来任 .核家族 54 18 5 12 10
義一12混住世帯類型別前任地
●I 転居なし 町内移動 町外流入 Uターン
①専業農家 .直系家族型 77.8 8.6 ll.1 2.5
②専業農家 .核家族型 ウ0.7 13.8 1.1.4 4.1
@兼業農家 .直系家族型 64.4 13.7 14.4 7.6
⑥兼業農家 .核家族型 57.7 16.3 18.3 7.8
⑤地縁 .直系家族型 47.7 36.0 0 16.8
(昏地縁 .核家族 26.1 54.8 0 19.1

























①専業農家 .直系家族型 95.3 2.3 2.3
②専業農家 .核家族型 95.一6 4.4 0
③兼業農家 .直系家族型 91.6 5.4 2.8
④煎薬農家 .核家族型 95.1 2.8 2.2
(9地は .直系家族型 87.3 8.2 4.5
⑥地縁 .核家族 82.2 ll.3 6.4
⑦来任 .直系家族型 91.7 6.7 1.7
⑧来任 .核家族 71.7 10.7 17.5
義-14 地域コミュニティへの参加意向
械極的に参 加 興味のある喝合 付き合い程 度 不 参 加
①専業農家 .直系家族型 47.6 39.0 9.8 3.7
②専業農家 .核家族型 34.5 46.4 15.5 3.6
③兼業農家 .直系家族型 33.6 43.5 16.8 5.9
④煎薬農家 .核家族型 26.4 45.4 21.1 6.9
(9地接 .直系家族型 21.9 47.8 22.4 7.9
⑥地縁 .核家族 19.8 36.2 27.5 16.5























は約 15- 20%の保全 ･整備を期待しているのに対し
山崎:脇町の地域定住構造と混住農村の居住世帯特性













































































































地 域 定 イ主 社 会 の 確 立 住環境ストソクの盤借欄
◆農山村と街をつなぐ暮らしの獲得安定した家族関係の維持地域コミュニティ 1.広域定住サイクル 腿rTと広域 .大都市を結ぶ-中心地区への柿退-受け皿となる住宅の並幅①公嘗住宅のシェアの維持とス トソク改善
｢~-EP忘音義遍-壷妄BT.五 五高遠古 住l 形成と町並の再生 一宅 ③民宮博吉の改書く毛朽民情､町家のほ家改普)
苦 .!｢.-_7-_?.'7-_7-__-奉 書｣ _ _ _ _ _ _ _ _ ｣ 月弓l慧 二㌢ 完 憲 誓 ㌘ ㌔ Ⅰ定住サイクルモデル 旺店内世代サイクル,､.:.i;.,DWD.:,.i.I; 芸 等 芸 ….:?:,.:;.望 蹴 ロ.: 空T.'uM ."Jq -′｡`｡転 '■ タ●●出 新 .-‥:. I霊 票 蓄■● 禦 民 芸 蔓 ン慧 書 ③中心市Jdi地の珪備(脇qTらしさ維持とPT並の整備)⑨周辺環境の珪描く田国環境 保全 新住宅地の形成)一地区への帰退 -後継者 :三世代居住のため 住居改善2.3男 :分家用地 確保3&落環境並描 く下水､道､田園環境の整備)
2.地域定住サイクル 応町内の農山村とJdjを結ぶ

















































































































































































































2)都市環境研究所 (1985年) :同 資料編
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Summary
TheaimofthisstudylStOmakeclearthespacial&settlementstructureoflocalSmalTawnandthe
●
Characterandformationofdwelers.Inthispaper,dealwithwakitownasthemodeloflocalsmalcity.
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